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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベースフィルムの長手方向に、転写材料領域とその頭出しマークを含む余白領域とが繰
り返し配置されたリボンフィルム越しにサーマルヘッドを記録媒体に圧接し、任意の印刷
パターンを記録媒体上に記録する印刷部と、
　前記印刷部の下流に位置し、前記頭出しマークを検出するマーク検出部と、
　各転写材料領域の先頭から余白領域の先端までの距離をＬ０（＞０）、各転写材料領域
の先頭から各頭出しマークまでの距離をＬ１（≧０）、サーマルヘッドの転写位置から頭
出しマークの検出位置までの距離をＬ２（＞０）とする場合に、Ｌ０＜Ｌ２かつＬ１＜Ｌ
２を満たすように転写材料領域と頭出しマークを配置したリボンフィルムを搬送するリボ
ン搬送機構と、
　印刷指示入力時、前記リボン搬送機構によるリボンフィルムの巻き取りと並行して実行
される前記マーク検出部によるリボンフィルムの頭出しを監視し、頭出し完了位置からリ
ボンフィルムを前記Ｌ１とＬ２の距離の差分Ｌ３（＝Ｌ２－Ｌ１）だけ供給リール側に巻
き戻し、転写材料領域の先頭を印刷開始位置に位置決めするリボン搬送制御部と
を有する、印刷装置。
【請求項２】
　前記リボン搬送制御部は、前記供給リールの巻き戻し量が前記２つの距離の差分（＝Ｌ
２－Ｌ１）になるようにリボンフィルムの巻き戻し量を制御する、請求項１記載の印刷装
置。
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【請求項３】
　前記リボン搬送制御部は、前記リボンフィルムの供給リールの回転量として巻き戻し量
を与える、請求項２記載の印刷装置。
【請求項４】
　ベースフィルムの長手方向に、転写材料領域とその頭出しマークを含む余白領域とが繰
り返し配置されたリボンフィルム越しにサーマルヘッドを記録媒体に圧接し、任意の印刷
パターンを記録媒体上に記録する印刷部と、当該印刷部の下流に位置し、前記頭出しマー
クを検出するマーク検出部とを有する印刷装置に搭載するリボン搬送制御装置であって、
　各転写材料領域の先頭から余白領域の先端までの距離をＬ０（＞０）、各転写材料領域
の先頭から各頭出しマークまでの距離をＬ１（≧０）、サーマルヘッドの転写位置から頭
出しマークの検出位置までの距離をＬ２（＞０）とする場合に、Ｌ０＜Ｌ２かつＬ１＜Ｌ
２を満たすように転写材料領域と頭出しマークを配置したリボンフィルムの巻き取りと並
行して実行される前記マーク検出部によるリボンフィルムの頭出しを監視する頭出し監視
部と、
　頭出し完了位置からリボンフィルムを前記Ｌ１とＬ２の距離の差分Ｌ３（＝Ｌ２－Ｌ１
）だけ供給リール側に巻き戻し、転写材料領域の先頭を印刷開始位置に位置決めするリボ
ン巻き戻し部と
を有する、リボン搬送制御装置。
【請求項５】
　ベースフィルムの長手方向に、転写材料領域とその頭出しマークを含む余白領域とが繰
り返し配置されたリボンフィルム越しにサーマルヘッドを記録媒体に圧接し、任意の印刷
パターンを記録媒体上に記録する印刷部と、当該印刷部の下流に位置し、前記頭出しマー
クを検出するマーク検出部とを有する印刷装置で実行するリボン搬送制御方法であって、
　各転写材料領域の先頭から余白領域の先端までの距離をＬ０（＞０）、各転写材料領域
の先頭から各頭出しマークまでの距離をＬ１（≧０）、サーマルヘッドの転写位置から頭
出しマークの検出位置までの距離をＬ２（＞０）とする場合に、Ｌ０＜Ｌ２かつＬ１＜Ｌ
２を満たすように転写材料領域と頭出しマークを配置したリボンフィルムの巻き取りと並
行して実行される前記マーク検出部によるリボンフィルムの頭出しを監視する処理と、
　頭出し完了位置からリボンフィルムを前記Ｌ１とＬ２の距離の差分Ｌ３（＝Ｌ２－Ｌ１
）だけ供給リール側に巻き戻し、転写材料領域の先頭を印刷開始位置に位置決めする処理
と
を有する、リボン搬送制御方法。
【請求項６】
　ベースフィルムの長手方向に、転写材料領域とその頭出しマークを含む余白領域とが繰
り返し配置されたリボンフィルム越しにサーマルヘッドを記録媒体に圧接し、任意の印刷
パターンを記録媒体上に記録する印刷部と、当該印刷部の下流に位置し、前記頭出しマー
クを検出するマーク検出部とを有する印刷装置に搭載されるコンピュータに、
　各転写材料領域の先頭から余白領域の先端までの距離をＬ０（＞０）、各転写材料領域
の先頭から各頭出しマークまでの距離をＬ１（≧０）、サーマルヘッドの転写位置から頭
出しマークの検出位置までの距離をＬ２（＞０）とする場合に、Ｌ０＜Ｌ２かつＬ１＜Ｌ
２を満たすように転写材料領域と頭出しマークを配置したリボンフィルムの巻き取りと並
行して実行される前記マーク検出部によるリボンフィルムの頭出しを監視する処理と、
　頭出し完了位置からリボンフィルムを前記Ｌ１とＬ２の距離の差分Ｌ３（＝Ｌ２－Ｌ１
）だけ供給リール側に巻き戻し、転写材料領域の先頭を印刷開始位置に位置決めする処理
と
を実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　発明の一つの形態は、サーマルヘッドを搭載する印刷装置に関する。また、発明の一つ
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の形態は、リボンフィルムの転写材料領域を印刷開始位置に位置決めするリボン搬送制御
装置に関する。また、発明の他の形態は、頭出しマークによる頭出し後にリボンフィルム
を巻き戻して印刷開始位置に位置決めする機能を実現するリボン搬送制御方法及びプログ
ラムに関する。
　また、発明の一つの形態は、頭出しマークによる頭出し後にリボンフィルムを巻き戻し
て印刷開始位置に位置決めする方式に対応したリボンフィルムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　サーマルプリンタの印刷方式として、例えば昇華方式、溶融方式、感熱方式が知られて
いる。
　この種のサーマルプリンタには、複数の発熱素子（抵抗素子）を印刷幅方向に配列した
ライン型のサーマルヘッドが使用される。これら複数の発熱素子の発熱量は、階調レベル
に応じて個別に制御することができ、ドット単位で複数の階調を記録用紙（記録媒体）上
に記録することができる。例えば昇華方式の場合には、サーマルヘッドと記録用紙の間に
インクリボンを挟持した状態で発熱素子の発熱量を個別に制御し、記録用紙上に階調情報
を記録する。
【０００３】
　この種のインクリボンは一般に、供給リールと巻取りリールに巻回された状態で使用さ
れる。この状態で、インクリボンは、印刷の進行に合わせて供給リールから引き出され、
巻き取りリールに巻き取られる。このとき、インクリボンの長手方向には、染料含有材料
（例えばインク層）や熱圧着性材料（例えばラミネートフィルム）で形成される転写材料
領域がベースフィルム上に繰り返し順番に配置される。
　例えばイエローインク（Ｙ）、マゼンタインク（Ｍ）、シアンインク（Ｃ）、ラミネー
トフィルム（Ｌ）の順番に配置される。
【０００４】
　また、インクリボン上の転写材料領域の各先頭部分には、頭出しマークが配置される。
例えばカラー印刷用のインクリボンであれば、この頭出しマークは、複数色のインクを記
録用紙上に順次重ねて転写する際の頭出しに使用される。
　頭出しマークは、例えばベースフィルムを横切る黒色のバー形状であり、サーマルヘッ
ドの下流に位置するマーク検出センサーにより光学的に検出される。
【０００５】
　通常、頭出しマークから対応する転写材料領域の先頭までの距離Ｌ１は、マーク検出セ
ンサーからサーマルヘッドまでの距離Ｌ２と等しくなるように形成される。従って、マー
ク検出センサーによる頭出しマークを検出した時点で、転写材料領域の先頭位置はサーマ
ルヘッドの直下（すなわち、印刷開始位置）に位置する。
　図１に、インクリボンの従来構造例を示す。図１は、３色カラーインクによる重ね印刷
領域をラミネートフィルムでカバーできるインクリボンの構造例である。
【０００６】
　図１に示すように、頭出しマーク１と転写材料領域３は距離Ｌ１だけ離れて配置されて
いる。また、転写材料領域３と転写材料領域３との間には印刷に寄与しない余白領域５が
配置されている。ここで、頭出しマーク１は、余白領域５の先頭位置に配置される。
　なお、距離Ｌ１は、マーク検出センサーの取付位置とサーマルヘッドの取付位置との距
離Ｌ２と同じ長さに定められている。
【特許文献１】特開２００２－２９２９５７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、既存のインクリボン構造では、マーク検出センサーの取付位置からサーマルヘ
ッドの取付位置までの距離Ｌ２と同じだけの余白領域５が常に必要となる。この余白領域
５は、インクリボン上に形成する転写材料領域の数だけ累積するため、転写材料領域の数
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が増えるほど（印刷可能な枚数が増えるほど）、インクリボンの全長が増大する原因とな
る。
　このことは、ベースフィルムの使用量の増大や印刷後に排出されるゴミの増大に通じ、
製造コストの面でも環境負荷の面でも改良が求められる。
【０００８】
　また、既存のインクリボン構造では、ベースフィルムの使用量の増大に伴う巻回直径の
増大もあり、リボンカセットを小型化する際の弊害になっている。
　勿論、余白領域５が無いこと（すなわち、距離Ｌ１がゼロであること）が最も望ましい
解決策である。しかし、現実にはサーマルプリンタの空間レイアウトの都合上、そのよう
な配置は著しく困難である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　そこで、発明者らは、以下に示すリボン位置決め技術を提案する。
　ベースフィルムの長手方向に、転写材料領域とその頭出しマークを含む余白領域とが繰
り返し配置されたリボンフィルム越しにサーマルヘッドを記録媒体に圧接し、任意の印刷
パターンを記録媒体上に記録する印刷部と、当該印刷部の下流に位置し、頭出しマークを
検出するマーク検出部とを有する印刷装置で実行するリボン位置決め方法として、以下の
処理機能を実行する方法を提案する。
(a1)各転写材料領域の先頭から各頭出しマークまでの距離をＬ１（≧０）、サーマルヘッ
ドの転写位置から頭出しマークの検出位置までの距離をＬ２（＞０）とする場合に、Ｌ１
＜Ｌ２を満たすように転写材料領域と頭出しマークの位置関係を決定したリボンフィルム
の巻き取りと並行して実行されるマーク検出部によるリボンフィルムの頭出しを監視する
処理機能
(a2)頭出し完了位置からリボンフィルムを２つの距離の差分（＝Ｌ２－Ｌ１）だけ供給リ
ール側に巻き戻して印刷開始位置に位置決めする処理機能
【００１０】
　発明者らは、ベースフィルムの長手方向に、転写材料領域とその頭出しマークを含む余
白領域とが繰り返し配置されリボンフィルムとして、転写材料領域と頭出しマークの位置
関係が以下の条件を満たす構造のリボンフィルムを提案する。
(b1)各転写材料領域の先頭から余白領域の先端までの距離をＬ０（≧０）、サーマルヘッ
ドの転写位置から頭出しマークの検出位置までの距離をＬ２（＞０）とするとき、Ｌ０＜
Ｌ２を満たす。
【００１１】
　同じく、発明者らは、ベースフィルムの長手方向に、転写材料領域とその頭出しマーク
を含む余白領域とが繰り返し配置されリボンフィルムとして、転写材料領域と頭出しマー
クの位置関係が以下の条件を満たす構造のリボンフィルムを提案する。
(c1)各転写材料領域の先頭から各頭出しマークまでの距離をＬ１（≧０）、サーマルヘッ
ドの転写位置から頭出しマークの検出位置までの距離をＬ２（＞０）とするとき、Ｌ１＜
Ｌ２を満たす。
【発明の効果】
【００１２】
　発明に係るリボンフィルムの位置決め技術では、頭出しマークの検出位置（頭出し完了
位置）から距離Ｌ２－Ｌ１だけリボンフィルムを供給リール側に巻き戻すことで、転写材
料領域の先頭をサーマルヘッドの直下（印刷開始位置）に位置決めする。
　この位置決め技術の採用により、サーマルプリンタ側におけるマーク検出部の取付位置
とサーマルヘッドの取付位置の制約を緩和できる。
【００１３】
　また、各転写材料領域の先頭から余白領域の先端までの距離Ｌ０が、サーマルヘッドの
転写位置から頭出しマークの検出位置までの距離Ｌ２より短いインクフィルムの場合には
、既存のインクフィルムと印刷可能枚数が同じ場合でも全長を短くすることが可能になる
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。
　同様に、各転写材料領域の先頭から各頭出しマークまでの距離Ｌ１が、サーマルヘッド
の転写位置から頭出しマークの検出位置までの距離Ｌ２より短いインクフィルムの場合に
は、余白領域の先端から各転写材料領域の先頭までの距離Ｌ０を距離Ｌ２より短くするこ
とが可能になり、既存のインクフィルムと印刷可能枚数が同じ場合でも全長を短くするこ
とが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、発明に係る技術を適用した形態例を説明する。
　なお、本明細書で特に図示又は記載されない部分には、当該技術分野の周知又は公知技
術を適用する。
　また以下に説明する形態例は、発明の一つの形態例であって、これらに限定されるもの
ではない。
【００１５】
（Ａ）インクリボンの構造
　図２に、この形態例で使用するインクリボン例を示す。図２は、３色カラー印刷後にラ
ミネート加工できるインクリボンについて表している。
　インクリボンは、ベースフィルムの長手方向に転写材料領域１１と余白領域１３とを繰
り返し配置した構造を有している。この形態例の場合、余白領域１３の長さＬ０を、サー
マルヘッドの転写位置から頭出しマークの検出位置までの距離Ｌ２よりも短く形成する。
すなわちＬ０＜Ｌ２を満たすように余白領域１３を配置する。
【００１６】
　転写材料領域１１は、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）の各色に対応す
る固体インク（染料を含有する材料）とラミネートフィルム（熱圧着性材料）とを塗布し
た領域である。
　余白領域１３は、転写材料領域の間に配置される接続領域である。余白領域１３には、
転写材料領域１１の頭出しに使用する頭出しマーク１５を配置する。この形態例の場合、
頭出しマーク１５は、ベースフィルムの長手方向に対して余白領域１３のほぼ中央付近に
配置する。
　このため、頭出しマーク１５と転写材料領域１１の先頭位置との距離Ｌ１（＞０）は、
サーマルヘッドの転写位置から頭出しマークの検出位置までの距離Ｌ２よりも短くなる。
すなわち、Ｌ１＜Ｌ２を満たす。
【００１７】
　頭出しマーク１５は、光学的に検出できるように余白領域１３とは異なる光学特性で形
成されている。例えば、余白領域部分のベースフィルムが透過性の材料で形成されている
場合、頭出しマーク１５は不透過性のパターンとして形成する。この例の場合、頭出しマ
ーク１５は、ベースフィルムを幅方向に横切る黒色のバーとして形成する。
　前述のように、余白領域１３の長さＬ０は、サーマルヘッドの転写位置から頭出しマー
クの検出位置までの距離Ｌ２よりも短い。
　この結果、既存のインクリボンと同じ枚数を印刷可能な場合でも、図２に示すインクリ
ボンの全長は大幅に短縮することが可能になる。
【００１８】
　図３に、既存のインクリボンと形態例に係るインクリボンの構造の違いを対比的に示す
。図３（Ａ）が既存のインクリボンに対応し、図３（Ｂ）が形態例に係るインクリボンに
対応する。
　図３に示すように、違いは余白領域の長さだけであるが、この長さが短くなるだけで転
写材料領域の４つ分だけでも大幅な短縮が実現できる。
【００１９】
　ただし、既存のサーマルプリンタに図２に示す構造のインクリボンを装着した場合、正
しい印刷結果を期待することはできない。
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　以下では、図２に示す構造のインクリボンを正確に搬送できる制御機能を搭載したサー
マルプリンタについて説明する。
【００２０】
（Ｂ）サーマルプリンタ
（Ｂ－１）システム構成
　図４に、昇華式のサーマルプリンタ２１のシステム構成例を示す。すなわち、昇華性の
固体インクが転写材料領域に塗布されたインクリボン２３を使用するサーマルプリンタ２
１のシステム構成例を示す。また、このサーマルプリンタ２１は、イエロー（Ｙ）、マゼ
ンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）の３色によるカラー印刷に対応する。
【００２１】
　図４は、サーマルプリンタ２１を構成するデバイスのうち、インクリボン２３と記録用
紙２５の搬送に関連する主要な構成部分だけを表した概念図である。このため実際のサー
マルプリンタ２１には、図４に示すデバイス以外にも周知の制御デバイスや駆動デバイス
が搭載されている。
　また、図４は、ロール形状に加工された記録用紙２５を使用するサーマルプリンタ２１
について表している。記録用紙２５は、不図示の収容ケースに保持されており、収容ケー
スから搬送路を経てサーマルヘッド２７が位置する印刷領域に引き出される。
【００２２】
　サーマルプリンタ２１は、記録用紙２５の搬送経路に位置するデバイスとインクリボン
２３の搬送経路に位置するデバイスとで構成される。
　サーマルプリンタ２１は、記録用紙の搬送経路に位置するデバイスとして、ガイドロー
ラー３１、ピンチローラー３３、キャプスタン３５、プラテンローラー３７を搭載する。
　ガイドローラー３１は、付図示の収容ケースから引き出された記録用紙２５を案内する
ローラーである。
　ピンチローラー３３とキャプスタン３５は、記録用紙２５を挟持した状態で前後に一定
速度で搬送する駆動機構である。
【００２３】
　プラテンローラー３７は、印刷パターンの印刷された記録用紙２５を排出するローラー
である。
　なお、記録用紙２５の排出口には、カッター３９が配置される。カッター３９により、
印刷終了後の記録用紙２５は所定の長さにカットされる。
　この他、記録用紙の搬送経路には、各種のセンサーが配置される。
【００２４】
　例えば、ガイドローラー３１とピンチローラー３３（キャプスタン３５）の間には、給
紙の有無を検出するセンサーが配置される。例えば透過型のセンサーを使用する。このセ
ンサーは、例えば発光ダイオード４１Ａとフォトトランジスタ４１Ｂで構成する。
　同様に、プラテンローラー３７とカッター３９の間には、排紙の有無を検出するセンサ
ーが配置される。例えば透過型のセンサーを使用する。このセンサーの場合も、例えば発
光ダイオード４３Ａとフォトトランジスタ４３Ｂで構成する。
【００２５】
　また、サーマルプリンタ２１は、インクリボンの搬送機構として、巻き取り用モーター
５１と、巻き戻し用モーター５３を搭載する。
　巻き取り用モーター５１は、巻き取りリール５５を回転駆動してインクリボン２３を供
給リール５７から引き出すのに使用される。
　巻き戻し用モーター５３は、供給リール５７を回転駆動してインクリボン２３を巻き取
りリール５５から引き出すのに使用される。
【００２６】
　このインクリボンの搬送経路にも、各種のセンサーが配置される。
　例えば、サーマルヘッド２７と巻き取りリール５５の間には、頭出しマークを検出する
マーク検出センサーが配置される。例えば透過型のセンサーを使用する。このセンサーは
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、例えば発光ダイオード６１Ａとフォトトランジスタ６１Ｂで構成する。このセンサーは
、サーマルヘッド２７の取付位置（転写位置）に対してインクリボンの搬送方向に距離Ｌ
２だけ離れた位置（マーク検出位置）に配置される。
【００２７】
　また例えば、供給リール５７の回転軸には、供給リールの回転量（間接的にはインクリ
ボンの巻き戻し量）を検出するセンサーが配置される。例えば透過型のセンサーを使用す
る。例えば、発光ダイオード６３Ａとフォトトランジスタ６３Ｂで構成する。
　この透過型のセンサーは、実際には図５（Ａ）に示すように、供給リール５７の回転軸
７１に取り付けられた円盤７３を挟んで対峙する位置に配置される。
　なお、パルス発生器（エンコーダー）としての円盤７３には、図５（Ｂ）に示すように
、外周に沿って多数のスリットが形成されている。例えば９０個のスリットが形成されて
いる。この場合、供給リールの回転軸が（円盤７３）が一回転する間に、１８０回のオン
とオフが検出される。
【００２８】
　この他、サーマルプリンタ２１には、インクリボン２３の搬送を制御するリボン搬送制
御部８１が配置される。リボン搬送制御部８１は、巻き取り用モーター５１と巻き戻し用
モーター５３の両方を制御する。ただし、図４は、インクリボン２３の頭出し後の巻き戻
し駆動を説明する観点で表している。
　図６に、リボン搬送制御部８１の内部構成例を示す。このリボン搬送制御部８１は、頭
出し監視部８３とリボン巻き戻し部８５で構成される。
【００２９】
　頭出し監視部８３は、インクリボン２３の巻き取りと並行して実行されるマーク検出セ
ンサー（フォトトランジスタ６１Ｂ）によるインクリボン２３の頭出しを監視する処理ユ
ニットである。頭出し監視部８３は、マーク検出センサーとしてのフォトダイオード６１
Ｂの検出信号Ｓｓを監視して頭出しマークの有無を監視する。
　リボン巻き戻し部８５は、頭出し完了位置からインクリボン２３を一定距離Ｌ３（＝Ｌ
２－Ｌ１）だけ供給リール側に巻き戻して印刷開始位置に位置決めする処理ユニットであ
る。厳密には、距離Ｌ１と距離Ｌ２には製造誤差が存在し得るが、ここでは無視する。
【００３０】
　リボン巻き戻し部８５は、頭出しマークの検出により巻き戻しの開始を指示する制御信
号Ｓcontを巻き戻し用モーター５３に与える処理ユニットである。また、リボン巻き戻し
部８５は、インクリボン２３の巻き戻しを開始すると、フォトトランジスタ６３Ｂから入
力される回転量信号Ｓｒによりインクリボン２３の巻き戻し量を監視し、巻き戻し量が一
定距離Ｌ３（＝Ｌ２－１Ｌ１）に達するタイミングで巻き戻しの停止を指示する制御信号
Ｓcontを巻き戻し用モーター５３に与える処理ユニットでもある。
【００３１】
　なお、同じ巻き戻し量の場合でも、巻き戻しに要する回転量は、インクリボン２３の残
量（供給リール５７の巻き径）によっても変動する。インクリボン２３の残量は、既知の
検出手法を使用する。例えば、インクリボン２３の巻き取りリール５５と供給リール５７
のいずれか一方又はその両方の回転量（数）を検出する方法、印刷枚数を検出する方法そ
の他を使用する。
【００３２】
　図７に、各転写材料領域の印刷開始前に実行されるインクリボン２３の巻き戻し動作を
模式的に示す。図７（Ａ）は、頭出しマークが検出された時点のインクリボンの位置、図
７（Ｂ）は、巻き戻し後の印刷開始時点でのインクリボンの位置に対応する。
　図７に示すように、距離Ｌ２は、サーマルヘッド２７の転写位置から頭出しマークの検
出位置までの距離であり、距離Ｌ１は、各転写材料領域の先頭から各頭出しマークまでの
距離である。
　この巻き戻し動作により、距離Ｌ１を距離Ｌ２に一致しなくとも、転写材料領域を印刷
開始位置に位置決めすることが可能になる。
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【００３３】
　なお、巻き戻し量Ｌ３は、インクリボン２３の装着時に、２つの距離の差Ｌ３（＝Ｌ２
－Ｌ１）として算出又は読み出されるものとする。もっとも、使用するインクリボン２３
の関係で距離Ｌ１が１種類に限定される場合には、この巻き戻し量を与える距離Ｌ３を記
憶領域に保持しておく構成を採用することも可能である。
【００３４】
（Ｂ－２）印刷処理動作
（ａ）印刷動作全般
　まず、印刷動作の全般を説明する。
　印刷時、記録用紙２５は、ピンチローラー３３とキャプスタン３５に挟持された状態で
引き出され、サーマルヘッド２７の取付領域（転写領域）へと導かれる。
　記録用紙２５が印刷を開始できる位置に位置決めされると、サーマルヘッド２７が降下
して、インクリボン２３と共に記録用紙２５をプラテンローラー３７に押圧する状態にな
る。
【００３５】
　この際、インクリボン２３も不図示のガイドローラーに導かれ、一組の転写材料領域（
イエローインク（Ｙ）、マゼンタインク（Ｍ）、シアンインク（Ｃ）、ラミネートフィル
ム（Ｌ））の先頭位置をサーマルヘッド２７の直下に位置決めする。組としての先頭位置
は、イエローインク（Ｙ）の先頭位置と同じである。
　この状態で階調データが入力されると、サーマルプリンタ２１は、記録用紙２５を順送
りすると共にサーマルヘッド２７内の発熱素子を選択的に通電駆動し、インクリボン２３
上のインクを昇華させて記録用紙２５上に印刷パターンを転写する。
【００３６】
　カラー印刷の場合、印刷パターンの転写は色ごとに実行される。このため、インクリボ
ン２３が順送りされて転写する色が変更される度、ピンチローラー３３とキャプスタン３
５は逆方向に回転され、記録用紙２５の先頭位置が印刷開始位置に戻される。
　この形態例であれば、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）及びシアン（Ｃ）の各色に対応
する印刷パターンが転写される度に記録用紙２５が逆送りされる。
【００３７】
　この後、カラー印刷パターンされた記録用紙２５のラミネート処理が終了すると、記録
用紙２５は排出口まで順送りされ、最後にカッター３９で所定の長さにカットされる。
　以上で、１枚の印刷パターンの印刷が終了する。
　この後、記録用紙２５は再び巻き戻され、記録用紙２５の先端を印刷開始位置に位置決
めする動作が実行される。
【００３８】
（ｂ）インクリボンの搬送制御動作
　続いて、インクリボン２３の搬送制御動作を説明する。この動作は、転写材料領域を印
刷開始位置に位置決めするための動作であり、発明者らが提案する搬送制御動作である。
　図８に、インクリボン２３の搬送制御手順を示す。
　リボン搬送制御部８１は、印刷指示を入力すると、巻き取りリール５５を回転させ、イ
ンクリボン２３の順送りを開始する（Ｓ１）。
【００３９】
　次に、リボン搬送制御部８１は、マーク検出センサーとしてのフォトダイオード６１Ｂ
の検出信号Ｓｓを監視し、イエローインク（Ｙ）用の頭出しマーク１５の検出の有無を判
定する（Ｓ２）。この判定動作は、頭出しマーク１５が検出されるまで継続される。この
間、インクリボン２３の順送りが継続される。
　マーク検出センサーで頭出しマークが検出されると、リボン搬送制御部８１は、インク
リボン２３の順送り動作を停止する。同時に、リボン搬送制御部８１は、イエローインク
（Ｙ）が塗布された転写材料領域を印刷開始位置に位置決めするのに必要な巻き戻し量を
距離Ｌ３に基づいて演算する（Ｓ３）。
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【００４０】
　巻き戻し距離Ｌ３は、前述の通り、サーマルヘッドの転写位置から頭出しマークの検出
位置までの距離Ｌ２と各転写材料領域の先頭から各頭出しマークまでの距離Ｌ１との差分
として与えられる。
　巻き戻し量は、供給リール５７の逆回転数（回転量信号Ｓｒのパルス数）に換算される
。なお、巻き戻し量は、供給リール５７に巻回されたインクリボンの巻き径に応じて変化
する。
【００４１】
　このため、既知の技術を用いて取得可能なリボン残量データを参照する。例えば印刷済
み枚数に基づいてリボン残量を推測する技術、順送り時のリールの回転数に基づいてリボ
ン残量を推測する技術その他を適用する。
　この演算により巻き戻し量（回転数）が求まると、リボン搬送制御部８１は、同回転数
だけインクリボン２３を巻き戻し、イエローインク（Ｙ）が塗布された転写材料領域をサ
ーマルヘッド２７の直下（印刷開始位置）に位置決めする（Ｓ４）。
【００４２】
　この間、リボン搬送制御部８１は、回転量センサー（発光ダイオード６３Ａとフォトト
ランジスタ６３Ｂ）から入力される回転量信号Ｓｒを監視し、巻き戻し開始後の供給リー
ル５７の逆回転量が目標とする回転数に達する時点で巻き戻し駆動を停止する。
　イエローインク（Ｙ）が塗布された転写材料領域が印刷開始位置に位置決めされると、
サーマルヘッド２７が降下し、インクリボン越しに記録用紙２５に圧接される。この状態
でイエローインク（Ｙ）に対応する印刷パターンの記録が開始される（Ｓ５）。
【００４３】
　キャプスタン３５による記録用紙２５（インクリボン２３）の送り量が転写材料領域分
に達すると、イエローインク（Ｙ）に対応する印刷が終了する（Ｓ６）。この後、サーマ
ルヘッド２７が上昇し、インクリボン２３は記録用紙２５に対して独立して搬送可能な状
態になる。
　続いて、リボン搬送制御部８１は、次の転写材料領域であるマゼンタインク（Ｍ）の頭
出しのため、巻き取りリール５５を再び順方向に回転駆動する。すなわち、インクリボン
２３の順送りを開始する（Ｓ７）。
【００４４】
　この後、リボン搬送制御部８１は、マーク検出センサーとしてのフォトダイオード６１
Ｂの検出信号Ｓｓを監視し、マゼンタインク（Ｍ）用の頭出しマーク１５の検出の有無を
判定する（Ｓ８）。この判定動作は、頭出しマーク１５が検出されるまで継続される。こ
の間、インクリボン２３の順送りが継続される。
　そして、頭出しマーク１５が検出されると、リボン搬送制御部８１は、前述した処理Ｓ
３～Ｓ６に対応する処理をマゼンタインク（Ｍ）の印刷用に繰り返す。
【００４５】
　この後、シアンインク（Ｃ）及びラミネートフィルム（Ｌ）についても、一連の処理Ｓ
１～Ｓ６に対応する処理を繰り返し実行する。
　そして、ラミネート印刷が終了することで、一つの印刷回分のインクリボン２３の搬送
制御動作を終了する（Ｓ９）。
　なお、ラミネート印刷が終了すると、記録用紙２５は排紙される。
【００４６】
　図９に、以上の搬送制御に伴うインクリボンの搬送動作を模式的に示す。図９は、マー
ク検出位置とサーマルヘッド位置とのインクリボンを構成する各領域との位置関係を示す
。
　時点ｔ１からｔ５までが転写材料領域「１」を用いた印刷に伴い実行されるインクリボ
ンの搬送動作を示す。
【００４７】
　図９に示すように、頭出しマークが検出されるまでは順送り、転写材料領域の先頭を位
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置決めするまでは巻き戻し、印刷中は順送り制御が実行される。
　また、時点ｔ６からｔ１０までが転写材料領域「２」を用いた印刷に伴い実行されるイ
ンクリボンの搬送動作である。
　転写材料領域「１」と同様に、頭出しマークが検出されるまでは順送り、転写材料領域
の先頭を位置決めするまでは巻き戻し、印刷中の順送り制御が実行される。
【００４８】
（Ｃ）形態例に係る効果
　従来方式であれば、頭出しマークを検出した時点で転写材料領域３の前端がサーマルヘ
ッド２７の直下に位置するように設定されている。このため、転写材料領域３の前端から
頭出しマーク１までの距離Ｌ１は、サーマルヘッド２７の取付位置からマーク検出センサ
ーの取付位置（６１Ａ、６１Ｂ）までの距離Ｌ２と同じになるように設計されている。
　従って、従来方式の場合には、距離Ｌ２が大きいほどインクリボン２７上には印刷に寄
与しない余白領域５が増大し、さらにその部分の累積によって全長が長くなる問題があっ
た。
【００４９】
　しかし、形態例に係るサーマルプリンタ２１の場合には、頭出しマーク１５の検出後に
一定距離Ｌ３（＝Ｌ２－Ｌ１）だけインクリボン２３を巻き戻して転写材料領域１１の先
頭部分をサーマルヘッド２７の直下に位置決めできる制御機能が搭載されている。
　従って、転写材料領域１１の先端から頭出しマーク位置１５までの距離Ｌ１を最小化す
ることが可能となる。
【００５０】
　これにより、ベースフィルムのうち印刷に寄与しない領域（すなわち、余白領域１３）
を最小化でき、ベースフィルムの使用量を減らすことができる。この結果、印刷可能な枚
数を減らすことなく、インクリボンの全長を短く構成し、インクリボンの巻径を減らすこ
とができる。このベースフィルムの削減は、製造コストの点で有利に作用するだけでなく
、リボンカセット全体を小型化することにも通じる。そして、リボンカセットの小型化は
サーマルプリンタの筐体の小型化にも効果的である。
【００５１】
　また、この搬送制御技術の実施に際して必然的に期待される検出精度やインクリボンの
送り精度の向上に伴って、転写材料領域についてのマージンも最小化することができる。
これにより、転写材料の有効活用を実現でき、環境負荷も低減できる。
　この他、従来方式では、インクリボン２３の余白領域を極力短くする必要からサーマル
ヘッド２７の取付位置からマーク検出センサーまでの距離Ｌ２を無理に短くする等の取付
位置の制約があった。
　しかし、形態例に係る搬送制御技術の採用により、距離Ｌ２の制約が無くなり、空間的
に自由度の高いレイアウトで各部を設計することが可能になる。
【００５２】
（Ｄ）他の形態例
（ａ）前述の形態例では、ラミネート加工に対応したカラー印刷用のインクリボン構成に
ついて説明した。
　しかし、転写材料領域の先頭から頭出しマークまでの距離Ｌ１（又は余白領域１３の長
さＬ０）をサーマルヘッド２７の取付位置からマーク検出センサーまでの距離Ｌ２よりも
短くする構造は、他の種類のインクリボンにも適用できる。
【００５３】
　例えば、ラミネート加工に対応しないカラー印刷用のインクリボンにも適用できる。こ
の場合、一組の印刷領域は（イエローインク（Ｙ）、マゼンタインク（Ｍ）、シアンイン
ク（Ｃ））で構成され、この３色がベースフィルム上に繰り返し配列される。
　なお、前述の形態例では、３色カラー印刷の場合について説明したが、ブラックインク
（Ｋ）を含む４色以上のカラー印刷にも適用できる。また用途によっては、任意の多色印
刷に対応したインクリボンにも適用できる。
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【００５４】
　また例えば、単色印刷用のインクリボンにも適用できる。図１０に、ブラックインク（
Ｋ）だけの印刷に対応したインクリボンの構成例を示す。図に示すように、全ての転写材
料領域がブラックインク（Ｋ）に対応する。
　勿論、色はブラック（Ｋ）だけに限らず、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（
Ｃ）やその他の色の場合にも適用できる。また、ラミネート専用のリボンフィルムにも適
用できる。
【００５５】
（ｂ）前述の形態例では、全ての転写材料領域について同じ形状の頭出しマークを配置す
る場合について説明した。
　しかし、対応する転写材料領域の種類や位置関係に応じて頭出しマークの形状を変更し
ても良い。
　例えば１枚の印刷で使用する一組の転写材料領域のうち、先頭に位置する頭出しマーク
とその２番目以降に位置する頭出しマークとで形状を変更しても良い。
【００５６】
　図１１に、この配置手法に対応するインクリボンの構成例を示す。この仕組みを採用す
れば、インクリボンの位相関係を把握することが可能になる。例えば、印刷開始時の頭出
しにおいて、インクリボンの横幅を横切る黒色のバーに切れ目が検出された場合には、位
相ズレを印刷の実行前に検出できる。この場合、インクリボンの横幅を横切るバーが検出
されるまでインクリボンを順方向に進めれば良い。
【００５７】
（ｃ）前述の形態例では、頭出しマーク１５を余白領域１３のほぼ中央付近に配置する場
合について説明した。
　しかし、頭出しマーク１５は余白領域１３のいずれかに位置すれば良い。例えば、図１
２に示すように、余白領域１３の先頭に配置しても良い。また例えば、余白領域の最後尾
に配置しても良い。
【００５８】
（ｄ）前述の形態例では、サーマルプリンタに内蔵する各種のセンサーとして透過型のセ
ンサーを用いる場合について説明したが、反射型のセンサーその他のセンサーを用いるこ
とができる。
（ｅ）前述の形態例では、昇華型のサーマルプリンタについて説明したが、融解型や感熱
型のサーマルプリンタにも同様に適用できる。
（ｆ）前述の形態例では、リボン搬送制御部８１をハードウェア的に構成する場合につい
て説明したが、同機能をマイクロプロセッサ（演算装置）上の信号処理を通じて実現する
こともできる。
【００５９】
（ｇ）前述の形態例では、記録用紙２５がロール形状に加工された連続用紙の場合につい
て説明した。しかし、記録用紙２５は、手差し給紙や１枚単位で給紙される場合にも適用
できる。
（ｈ）前述した搬送制御プログラムは、ネットワーク経由で配布しても良く、記憶媒体に
格納して配布しても良い。配布用の記憶媒体は、磁気記憶媒体、光学式記憶媒体、半導体
記憶媒体その他を含む。
（ｉ）前述の形態例には、発明の趣旨の範囲内で様々な変形例が考えられる。また、本明
細書の記載に基づいて創作される又は組み合わせられる各種の変形例及び応用例も考えら
れる。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】インクリボンの従来例を示す図である。
【図２】提案するインクリボンの構造例を示す図である。
【図３】提案するインクリボンによる領域の有効活用を説明する図である。
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【図４】サーマルプリンタのシステム構成例を示す図である。
【図５】インクリボンの巻き戻し量を検出するセンサーの構成例を示す図である。
【図６】リボン搬送制御部の内部構成例を示す図である。
【図７】インクリボンの巻き戻しによる転写材料領域の頭出しを説明する図である。
【図８】リボン搬送制御部によるインクリボンの搬送制御例を示す図である。
【図９】インクリボンの搬送例を説明する図である。
【図１０】インクリボンの他の構造例を示す図である。
【図１１】インクリボンの他の構造例を示す図である。
【図１２】インクリボンの他の構造例を示す図である。
【符号の説明】
【００６１】
　１１　転写材料領域
　１３　余白領域
　１５　頭出しマーク
　８１　リボン搬送制御部
　８３　頭出し監視部
　８５　リボン巻き戻し部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(14) JP 4752380 B2 2011.8.17

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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